
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

持続可能で心豊かな社会創造に気概をもつ人の育成

令和４年度における活動実績・成果の概要

令和４年度は「アジア太平洋地域における教育の新たな社
会契約の再構想」をテーマとした国際シンポジウム・ウェビナー
シリーズを開催した。本シリーズの主な目的は，日本を含む
アジア太平洋地域における「教育の新たな社会契約」を作り
出すために，社会との対話をとおして「誰一人取り残さない
教育」への変容のあり方を探求することである。特に，質の
高い教育を受ける権利の保障，多様性を包摂できる教育
のあり方，大学における持続可能な開発に向けた学際的な
研究・教育のあり方とそこで求められるイノベーション，教育に
関する多様な国際連携・地域連携のあり方とその創出に着
目し，アジア太平洋地域における「教育の新たな社会契
約」の構想を立てることを試みた。これらの学術な交流の成
果として，国際的な研究ネットワークを拡大することができた。

特に，令和4年12月17日に開催された「アジア太平洋地域における
公正で持続可能な世界に向けた高等教育の変容」をテーマとした国
際シンポジウムでは，UNESCOの専門家をはじめ，香港教育大学，
清華大学，ノートルダム大学からの研究者たちより各地域における持
続可能な世界に向けた高等教育の実践に関す報告が行われ，有意
義な研究交流・ネットワーク構築ができた。 関連ホームページ： https://www.sed.tohoku.ac.jp/ireo/news/detail/---id-163.html
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令和４年12月18日に「未来の教育とUNESCO」
をテーマとした若者中心の交流会を開催し，東北
大学の学生10名に加え，宮城第一高校の生徒
10名の参加を得た。UNESCO・バンコク事務所
（アジア太平洋地域を所管）のLibing Wang氏
による話題提供とファシリテーションの下，参加者は
「未来の教育とUNESCOの役割」と「国際機関で
のキャリア形成」という2つのテーマについて，すべて
英語で討論した。大学生からは「専門家との対面
交流から，未来の教育とUNESCOの役割に対す
る理解を深めることができた。」という感想を得た。高
校生からは「Wang先生には私の質問を丁寧に理
解しようとしていただき，心に響くアドバイスも頂戴し
た。包摂的教育というキーワードが私の心に残っ
た。」「早期出産のために教育を受けられない女性
へのUNESCOの支援について，Wang先生に直
接質問をすることができ，詳しく答えていただいた。
大学生の皆さんの流暢な英語に触れたことも収穫
だった。これからも学びを継続していきたい。」という
感想を得た。本活動は令和５年１月30日の文
教ニュースに報道された。

関連ホームページ：https://www.sed.tohoku.ac.jp/ireo/news/detail/---id-163.html

「未来の教育とUNESCO」をテーマとした高大連携交流会
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